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誰
も
が
輝
く
持
続
可
能
な
茨
城
を
担
う
人
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

関
東
甲
信
越
１
都
９
県
議
会
議
長
会
を

本
県
で
開
催
し
ま
し
た

　

５
月
22
日
、
第
１
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
調

査
方
針
お
よ
び
調
査
活
動
計
画
を
決
定
し
た
ほ
か
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
人
口
動
向
研

究
部
長
の
岩
澤
美
帆
氏
よ
り
、「
少
子
化
問
題
の

背
景
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
執
行
部
か

ら
、
「
結
婚
・
出
産
の
希
望
が
か
な
う
社
会
づ
く

り
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

６
月
21
日
に
は
、
第
２
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

県
執
行
部
か
ら
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら

れ
る
社
会
づ
く
り
」
お
よ
び
「
誰
も
が
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
」
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
誰
も
が
輝
く
持
続
可
能
な
茨
城
を

担
う
人
づ
く
り
に
関
す
る
諸
方
策
の
在
り
方
」
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
精
力
的
に
調
査
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
月
29
日
、
水
戸
市
内
で
関
東
甲
信
越
１
都

９
県
議
会
議
長
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
以
来
約
４
年
ぶ
り
に
、
各
都
県
の
正
副
議
長

な
ど
の
出
席
に
よ
る
対
面
で
の
開
催
と
な
り
、

本
県
か
ら
は
石
井
邦
一
議
長
と
村
上
典
男
副
議

長
、
来
賓
と
し
て
小
野
寺
俊
副
知
事
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
都
県
に
よ
る
国
へ
の
要
望
事

項
を
議
案
と
し
、
本
県
か
ら
は
「
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
な
ど
の
大
規
模
林
地
開
発
に
係
る
森

林
法
の
改
正
」
に
つ
い
て
の
要
望
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

各
都
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
、
７
月
に
開
催
予
定
の
全
国

都
道
府
県
議
会
議
長
会
定
例
総
会
に
お
い
て
、

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
議
題
と
し
て
提
出
さ

れ
る
と
と
も
に
、
国
会
お
よ
び
政
府
関
係
機
関

へ
要
望
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　次回の、令和５年第３回定例会は、8月31日から9月26日までの27日間の会
期日程で開催される予定です。

月日 曜 議 事 予 定

8. 31 木 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

9.  1 金 休会（議案調査）
2 土
3 日
4 月 休会（議案調査）

5 火 議会運営委員会
本会議（代表質問・質疑）

6 水 本会議（代表質問・質疑）
7 木 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）
8 金 本会議（一般質問・質疑）
9 土

10 日
11 月 本会議（一般質問・質疑）
12 火 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）
13 水 休会（委員会審査準備）

14 木 休会（常任委員会）

15 金 休会（常任委員会）

16 土
17 日
18 月 （敬老の日）

19 火 議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、予算関係議案予算特別委員会再付託）

20 水 休会（誰もが輝く持続可能な茨城を担う人づくり調査特別委員会）
21 木 休会（予算特別委員会）
22 金 休会（決算特別委員会）
23 土 （秋分の日）
24 日
25 月 休会（議事整理）
26 火 議会運営委員会、本会議（委員長報告、採決、閉会）

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

　

令
和
４
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
決
算
、
同
特
別
会
計
決
算
お
よ
び
同
公
営
企
業
会

計
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
分
科
会
に
よ
る
部
門
別
審
査
を
行
い
、
審
査
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
改
善
の
申
し
入
れ
へ
の
対
応
状
況
を
翌
年
の
第
１
回
定
例
会

の
常
任
委
員
会
で
確
認
し
、
審
査
成
果
の
見
え
る
化
を
図
り
ま
す
。

　

選
任
し
た
30
名
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
　
常
井
　
　
洋
治

副
委
員
長
　
川
口
　
　
政
弥

委
　
　
員
　
葉
梨
　
　
　
衛

　  

〃
　
　  

飯
塚
　
　
秋
男

　  

〃
　
　  

細
谷
　
　
典
幸

　  

〃
　
　  

伊
沢
　
　
勝
徳

　  

〃
　
　  

西
野
　
　
　
一

　  

〃
　
　  

飯
田
　
　
智
男

　  

〃
　
　  

下
路
　
健
次
郎

　  

〃
　
　  

鈴
木
　
　
　
将

委
　
　
員
　
黒
部
　
　
博
英

　  
〃
　
　  

水
柿
　
　
一
俊

　  
〃
　
　  

髙
橋
　
　
勝
則

　  

〃
　
　  
磯
崎
　
　
達
也

　  

〃
　
　  
金
子
　
　
晃
久

　  

〃
　
　  

坂
本
　
　
隆
司

　  

〃
　
　  

小
松
﨑
　
敏
紀

　  

〃
　
　  

石
塚
　
　
隼
人 

　  

〃
　
　  

髙
橋
　
　
直
子

　  

〃
　
　  

秋
元
　
　
勇
人

委
　
　
員
　
木
本
　
信
太
郎

　  

〃
　
　  

高
崎
　
　
　
進

　  

〃
　
　  

村
本
　
　
修
司

　  

〃
　
　  

髙
安
　
　
博
明

　  

〃
　
　  

大
足
　
　
光
司

　  

〃
　
　  

櫻
井
　
　
信
幸

　  

〃
　
　  

設
楽
　
詠
美
子

　  

〃
　
　  

江
尻
　
　
加
那

　  
〃
　
　  

長
田
　
　
麻
美

　  
〃
　
　  

中
村
　
は
や
と

県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
と
の
相
互
連
携
・

協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

６
月
７
日
、
県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
県
議
会
議
事
堂
大
会
議

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ゆ
こ
ゆ
こ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
の
徳
田
和
嘉
子
氏
を
お
招
き
し
、
「
オ
ー
ル
茨
城
で
共

創
す
る
“
世
界
の
観
光
目
的
地
化
”
プ
ラ
ン
」
と
題
し
、
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

徳
田
氏
か
ら
は
、
国
内
外
か
ら
よ
り
多
く
の
観
光
客
を
本
県
に

呼
び
込
む
た
め
の
具
体
的
な
提
案
と
し
て
、
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
 ※

と
言
え
ば
茨
城
」
を
目
指
す
こ
と
、
旅
行
者
が
求
め
る
コ
ン
テ
ン

ツ
は
「
コ
ト
消
費
」
で
あ
る
こ
と
、

茨
城
空
港
を
ハ
ブ
と
し
た
「
ア
ジ

ア
周
遊
旅
行
」
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る

「
旅
ア
ト
」
の
満
足
度
向
上
を
図

る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
本
県
の
観
光
施
策
に
つ

な
が
る
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
県
議
会
と
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
は
、
相
互
連

携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

政
府
が
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
表
明
す

る
な
ど
、
こ
ど
も
・
子
育
て
の
政
策
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
中
、
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
や
、
看
護
師
・
保

健
師
な
ど
の
人
材
を
数
多
く
育
成
さ
れ
、
教
育
や
医
療
福
祉
分
野

に
強
み
を
持
つ
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

大
学
と
の
協
定
締
結
は
、
大
変
有

意
義
な
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
連
携
事
業
を
通
じ
て
、

議
会
の
「
政
策
立
案
機
能
」
を
磨

き
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
将
来

の
茨
城
を
担
う
「
人
材
の
育
成
」

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ことば ※【サステナブル】…「持続可能な」の意。観光地本来の姿（自然・文化などの環境）を持続的に保つことができるよう、"使い捨て" になるもの（使い捨ての割り箸、お手拭き、ペットボトル、プラス 
 チック容器など）をなるべく使わない旅行を「サステナブルな旅行」という。

中央に伊沢勝徳委員長、その右隣に西野一副委員長、
ほか13名の調査特別委員会委員

会議の冒頭であいさつする石井邦一議長
（前列右側は村上典男副議長、左側は小野寺俊副知事）

協定を締結した石井邦一議長（左から5人目）
と上野尚美学長（右から6人目）

徳田和嘉子氏による講演の様子


